
 

 

 

 

 

 

 

【１月（一部２月）の活動予定】 

活 動 日 場 所・時刻 活 動 内 容 等 

１7 

日 

(土) 

宇宙劇場５F 

第１・２集会室 

17：45～ 

〇天体観望「すばる、オリオン星雲、木星、土星の観察」 シリウス 

・東から南の空にはオリオン座やおうし座などの冬の星座が見ごろになっています。冬の大三角も

目立っています。そして、ふたご座付近には－2.7 等星の木星が輝き、じっくり観察できるチャンス

です。南の空には土星も輝いています。月は見えません。南から西の空ではくちょう座が地平線に

飛び込む角度になり、北十字と呼ばれる姿で見えています。デネブも見えるでしょう。楽しみです。

晴れるといいですね。 

※申し込み締め切り：令和８年１月１３日(火) 

２４ 

日 

(土) 

・ 

２ 

月 

２１ 

日 

（土） 

１/２４ 

①１回目 

10:00～12:20 

②２回目 

13:30～15:50 

 

2/２１ 

➂１回目 

10:00～12:20 

④２回目 

13:30～15:50 

 

宇宙劇場 5F 

第１・２集会室 

〇低学年プログラミング「親子で STEAM 講座！」 オルフェス 

・毎年恒例、STEAM 教育を親子で体験する講座です。プログラミングキット「KOOV」を使って創

造する力を創り上げていきましょう！今回は、「おもちゃをつくろう！」というテーマで自由に創造

し、親子で協力して作り上げていきます。楽しいこと間違いなし。 

※可能であれば KOOV アプリを入れたタブレットか PC をご持参ください。 

※各回とも小１～小４対象、定員１５名です。 

※連続講座ではなく、参加は①～④いずれか 1 回になります。 

※親子講座になります。保護者の方も一緒にご参加ください。 

※最後に親子で発表してもらう時間があります。 

保護者の方も是非感想を発表してください。 

※申し込み締め切り：令和８年１月１７日(土) 

☆化石採集 【12/6】 

「多摩川で化石を探そう」 

 参加者：５４名（団員１９名 保護者等３５名） 

 従来、化石採集の場所は、荒川（埼玉県深谷周辺）

で行っていますが、今回も全国的に相次いだ熊の被害

を考慮し、小川分団長の判断で多摩川（和泉多摩川駅

周辺）に変更しました。小川分団長のお話では、「こ

こは以前にもペガサス分団で採集を行ったが、かなり

年数が経っており

心配なので、下見を

しっかりしたい」と

いうことでした。小

川分団長はいつも

下見をご自身一人

で１回、事務局と一緒に１回されており、場合によっ

てはもう一回ということがあります。さて、この採集

場所はどうでしょうか。参加した団員の声に耳を傾け

てみましょう。「割れてしまったけれど、貝の化石が

たくさん見つかって楽しかった」「こんなに身近な場

所で化石が採れることに驚いた」満足した人が多かっ

たようです。 

ご指導いただ

いた小川分団

長、協力いただ

いた齊藤・尾崎

両リーダー、あ

りがとうござい

ました。 

2026 年（令和８年）１月号 

宇宙のまち さいたま「夢・探究心・思いやり」 

活動申し込みはこちらから 

 

 

 

https://forms.gle/ddoTVo2X

zb8THX738 

 



☆リーダー主催活動【12/13】 
「サイエンスショー＆科学工作＆お楽しみ会」 

参加者：８０名（団員３１名 保護者等４９名） 

① 静電気サイエンスショー（神田リーダー） 

 

 

 

 

 

 

② 空気のサイエンスショー（科学館・内山先生） 

 

 

 

 

 

 

 

➂ ゲーム 

【絵だけでどれだけ伝わるか？】（辻尚子リーダー） 

 

 

 

 

 

 

④ ストローロケット大会（齊藤リーダー） 

 

 

 

 

 

⑤ クリスマスプレゼント（お菓子配付） 

◎リーダー・お手

伝いいただいた

団員の皆さん、お

疲れさまでした。 

 

また来年もよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇１月の星空カレンダー 

１日 元日 月がプレアデス星団に接近 

３日 満月 

４日 しぶんぎ座流星群が極大 

    地球が近日点通過 

７日 金星が外合 

９日 火星が合 

１０日 木星が衝 

１１日 下弦 

１９日 新月 

２２日 水星が外合  

２４日 冥王星が合 

２６日 上弦 

〇1 月のできごと 

・１６１０．１．７  

ガリレオ・ガリレイが木星の４大衛星を

発見 

・１９９６．１．１１ 

  若田宇宙飛行士がスペースシャトル「エ

ンデバー」に搭乗 

〇２月の行事予定（一部まだ申し込みはできません） 

2月 21日（土）低学年プログラミング 

28日（土）天体観望「冬の月、冬の星座」 

プラネタリウム 〈音楽の時間〉 

『2026 年宇宙の旅』 
1/11(日)～土日祝日のみ  18:00～ 

さいたま市宇宙劇場制作  新作公開！ 

☆ ☆ ☆ 
人々は昔から、宇宙に想いを馳せてきました。 

宙をめぐるたくさんの星座を、 

どこかにいるかもしれない友達を、 

私たちが生きている奇跡の星を―― 

人類は、一体どのようにして探ってきたのでしょう。 

 

一度は聞いたことのある様々な名作 SF 映画の音

楽とともに、人々の宇宙への憧れを追いかけてみま

しょう。 


